
Ⅶ．地域活動プロジェクト活動報告 

 

                   地域活動プロジェクトリーダー  川嶋佳代子 

 

１．活動方針と目的 

  当初の計画では下記の３事業を予定していた。 

(1) 地域貢献活動調査 

(2) 長浜城周辺美化作業 

(3) 愛知川河畔林の愛林活動 

 コロナの感染が収束に向かわない中であったが、９期サポートの会のコンセプト 

 である「在学生を支え、交流行事でつながり、共にたのしむ」という立場に立ち、 

 可能な限りで事業計画を遂行した。 

 

２．活動報告 

（1） 美化作業   当初予定の長浜城周辺は耐震工事が始まる為、年度内での 

             事業が不可能となり予定を変更して実施。 

実施日時  ８月２７日 

実施場所  甲良養護学校美化活動（校外学習サポート） 

実施内容  昨年度、剪定作業が感染予防のため実施されておらず、樹木の 

      剪定・美化活動に人員を多く要する為、園芸部会のサポーター 

      と共に実施した。        ４名参加 

 
（2） 地域貢献活動調査  

  「集める・まとめる・活かす」をコンセプトに第１回目のアンケート調査を実施 

ア．アンケート委員会の立ち上げ  

  ３９期、４０期、４１期の各学科からとりまとめ委員９名を選任し、アン  

  ケート集約の要として作業を進めた。 

イ．アンケート内容と方法について検討 

   ・アンケート内容の実施について確認 

      内容    草津校の内容を参考に米原校独自で作成 

      対象者   39・40・41期の卒業生全員  133名 

      対象期間  令和 2年 10月～令和 3年 9月における活動 

      回答期限  10月 10日まで   

   ・アンケート実施方法 

      実施時期  令和 3年 9月 17日調査書発送（HPアップ） 

      回答方法  メールを主体とするが封書での返信も可とする。    

ウ．集計作業 

   アンケート委員会開催  6回 



    集計状況や結果・情報提供の方法について検討 

エ．情報提供   令和４年３月  集計結果について情報開示。 

   大学だよりに掲載 

   ホームページへの情報提供 

   在学生の地域活動への資料提供 

    初めての取り組みであったが回収率は９１% となった。 

 

（3） 愛知川河畔林の愛林活動 

感染予防が叫ばれる中での実施となり、飲食の方法を見直し、在学生との   

交流の機会が持てるように内容を変更して実施 

 実施日時 12月 13日（月）9時～12時 

 実施場所 愛知川葉枝見橋付近 

 実施内容 枯竹や不要な竹の伐採と搬出   

      クラフト ミニ門松づくり 

      休憩用にパンと飲み物の提供 

 参加者  在学生 23名  卒業生・サポートの会員 47名  計 70名  

   他に 愛知川河畔林の会 4名  県職員（土木事務所） 2名  

   開催時期や内容の変更もあり、素材となる葉ボタンの育苗や太竹の事前伐採な 

   ど事前の準備作業に多くの時間と労力を要した。役員会の方やプロジェクト 

   メンバーの皆様のご協力に感謝申し上げます。 

   今期の経験を基に、次期の活動に活かしていだだける事と思う。 

   お正月飾りに利用できるクラフトは参加者の皆様には大変好評であった。 

   
（4） 発表会展示 

11月 17・18日に行われた発表会において 2枚のパネルを展示 

 ①アンケート結果速報   

 ②甲良養護学校美化活動の様子  

  愛知川河畔林の愛林活動のＰＲ 

   河畔林の愛林活動で取り組むミニ門松のサンプルを展示。 

 

（5） プロジェクト会議 

   プロジェクトメンバーの共通理解を得るため全体会を下記の通り実施 

  第 1回  6月 11日 プロジェクトメンバー初顔合わせと年間事業について  

  第 2回 10月 14日 愛知川河畔林愛林活動について概要と協力体制について 

  第 3回 11月  5日 河畔林愛林活動の役割分担と最終打合せについて  
                            以上                                      


